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 女性研究者支援センターでは、11月7日(水)、アメリ

カ合衆国女性科学者の会・会長である Phoebe S. Leboy

教授を招いて、女性研究者の現状と課題をめぐる国際シ

ンポジウムを開催する予定である。 

 このシンポジウムに先立って、ここでちょっと、日本

社会の女性研究者のおかれている状況について国際比較

のデータを見ておいていただこうと思う。図は、昨年

(2006年)発表された「女性研究者割合についての国際比

較」である。ごらんになればすぐわかるように、日本の

女性研究者割合は、他国と比較して極端に低い。この

データでは、韓国に次いでビリから２番

目である（実は、ごく最近発表された本

年度のデータでは、韓国にも抜かれたそ

うである）。 

 逆に、日本の女性研究者の多くが大学

所属（とはいっても、日本の大学教員の

女性比率はOECD加盟国中最低で、加盟

国の平均の半分にも届かず、日本の次に

低い韓国からも10％以上はなされてい

るのだが）であり、企業での女性研究者

が少ないというデータもある。総務省の

「科学技術研究調査報告」(2006)によ

れば、男性の研究者の６割が企業に所属

し、大学所属は３割に過ぎないのに比し

て、女性研究者の６割が大学所属（企業

所属は３割）であるという。大学におけ

る女性研究者の所属分野については、

（栄養学を含む医学・歯学以外の）保健

デ ー タ で 見 る 女 性 の 躍 進 （ ５ ）  

分野ではその半数を女性が占めているが、工学分野では

７％弱、理学・農学でも１割台でしかない。 

 日本政府は、「大学院修士課程のほぼ３割が女性だか

ら、今後は期待できるだろう」と楽観しているようだ

が、どうだろう（この３割の女性すべてが研究者になっ

ても、国際水準という点で、高いレベルとはとてもいえ

ないのだから）。数字を見る限り、女性研究者拡大に向

けたより具体的で有効性のある本格的対応が、日本の学

問研究の全領域で問われているのは間違いないところだ

ろう。 

電話 ０７５（７５３）２４３７ 

FAX ０７５（７５３）２４３６ 

Email: w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

HP：http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 
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病 児 保 育 室 の 利 用 状 況  

 医学部附属病院内に病児保育室を開室し、７カ月が過

ぎました。その利用状況や利用者から寄せられた声を報

告します。 

 8月末時点の登録者数は、116人で、8月の平均利用者

数は、3.1人/日でした。 

 男女にかかわらず、京都大学の教職員、学生ならどな

たでも利用できますので、子どもが病気になった時に慌

てることのないよう、事前に登録されることをお勧めし

ます。 

＜病児保育室利用者の声＞ 

•こどもが病気の時、職場の近くに病児保育室があるの

で、昼休みなどに様子を見に行くことができる。 

•生き物（動物・植物）を対象とした実験をしている場

合、1日たりとも実験を中断することができず、病児保育

があることで中断しなくてすむ。もし、中断しなければ

ならない場合は、実験を最初からやり直さなければなら

ないので、時間的にはいうまでもなく、予算的にも当然

苦しくなってくる。 

•大学の研究者は、企業と違って一人で研究している場合

が多いので、他の人に代わってもらうことができない。 

•特別な技能を必要とする授業を持っている場合、休講や

代替を頼んだりすることができない。 

•朝、子どもの調子が少し悪い時は、保育園から子どもを

連れて帰るように途中でいつ呼び出されるかひやひやし

ながら仕事をしていた

が、病児保育室ができて

からはそのような心理的

圧迫がなくなり、余裕を

持って働くことができ

る。   
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◆シンポジウム 

日時：平成１９年１１月７日（水）16：30～19：00 

場所：芝蘭会館 稲盛ホール 

講演者：Dr.Phoebe S. Leboy（AWIS） 

            坂東昌子（愛知大学教授） 

皆様、ご参加ください。 

◆女性のための相談室開室日 

  １０月 ５日（金）１４：００～１７：００ 

  １０月１２日（金）１０：００～１３：００ 

  １０月１９日（金）１４：００～１７：００ 

  １０月２５日（金）１０：００～１３：００ 

 学外の女性カウンセラーによる相談室です。 

 ひとりで悩まず相談してください。 

夏 休 み  キ ッ ズ  サ イ エ ン ス  ス ク ー ル  

＜２日目＞ 

 朝の挨拶のあと、赤・青・黄の３つにの班に分かれて

「なぞなぞ」を考えました。各グループ内で、意見交換

ができるようになったところで終了し、昨日作った粘土

細工に絵の具で色つけをしました。色だらけの手になり

ましたが、集中している間はとても静かでした。 

 昼食後、学術情報メディアセンターに移動しました。

喜多先生、元木先生、コンテンツ作成室の方々に教えて

いただいて、バーチャルスタジオにてクロマキー合成ビ

デオを作成しました。撮影係、美術係、俳優の３チーム

に分かれ、力を合わせてオリジナルビデオを作りまし

た。それぞれの持ち場を頑張る子どもたちでした。 

＜３日目＞ 

 こおり、かきごおり、カルピスソーダの３グループに

分かれ、ちぎり絵で飾った「うちわ」を作りました。早

く終わった子どもから自由遊びを始めます。３日目とも

なると、何事も慣れてきた様子です。空き時間には、昨

日の粘土細工の仕上げをし

たりしていました。 

 午後は、農学研究科の那

須田先生の指導のもとに、

果実のスケッチや花あてカ

ルタを楽しんだ後、虫眼鏡

や実体顕微

鏡で 花や実

を観察しま

した。実体

顕微鏡で見

えたとき

は、大喜び

でした。 

 

 ８月２０日（月）から２４日（金）の５日間、女性研

究者が研究・教育に十分な時間をとることができるよう

な施策の一つとして、「夏休みキッズ サイエンス スクー

ル」を開催しました。この企画のもう一つの目的は、子

ども達が自然科学に興味をもち、将来、研究者になりた

いという気持ちを抱かせることです。対象は、小学校１

年生から３年生の子どもです。多数の応募があり、参加

者を抽選することとなりました。 

 スクールの１日は、午前が保育士による課題設定活動

で、午後が科学教室です。合間には、自由遊びや昼食、

おやつの時間があります。１日の最後には、絵日記と、

科学教室でお世話になった先生への手紙を書きました。 

＜１日目＞ 

 はじめに、塩田浩平センター長よ

り、開校の挨拶がありました。初日

ということで、少し緊張ぎみの子ど

もたちでしたが、先生の紹介、ス

クールの約束事の説明を聞き、子ど

もたちの自己紹介へと移るころに

は、質問をするなど活発になってき

ました。そしてセンター探検を行

い、トイレの場所、入ってはいけな

い部屋の説明を聞きました。 

 午前の活動は「紙ねんどで遊ぶ」です。工作よりお

しゃべりが楽しい子、熱中して作っている子などさまざ

まですが、ビー玉やカラービースを使って飾り付けをす

ると素敵な作品ができました。 

 午後からは、工学研究科の北野先生による「光で遊ぼ

う」の時間でした。光の説明をしていただいたあと、Ｃ

Ｄを使って分光器を作りました。まわりに絵を描いた自

分の分光器で太陽光や蛍光灯、電球、その他いろいろな

光源を使った光を当てて、プリズムを楽しみました。 
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わ く わ く ・ ド キ ド キ の ５ 日 間  
＜４日目＞ 

 朝から元気に「じゃんけん遊び」で動きまわる子ども

たちです。「ゴキブリじゃんけん」では、３回続けて勝

たないと「人間」に「進化」できません。必死になって

じゃんけんをする子どもたちでした。今日は、午後から

の太陽観測に備えて、午前中に授業がありました。流星

群やスペースシャトル、月、太陽、銀河の様子をスク

リーンで見ました。特に流星群の

話や太陽の動画は、子どもたちの

興味を引いたようです。 

 昼食を食べて、花山天文台に出

発しました。宇宙構造の３Ｄグラ

フィックを使った説明を聞き、太

陽用の望遠鏡、虹を作る機械を見

学しました。曇り空で太陽の黒点

観察はできませんでしたが、先生

方の説明を聞きながらあち

こちで歓声を上げていまし

た。おやつを食べて、元気

をつけた後は、飛ばせる紙

飛行機・スペースシャトル

を作り、輪ゴムをつけて飛

ばして遊びました。 

＜５日目＞ 

 今日のグループ名は恐竜の名前をつけるとあって、口

ぐちに恐竜の名前を言っています。ゴキブリザウルス？

なんていたかな？さて、昨日天文台で作成した紙飛行機

を思いだし、スペースシャトルの「はじき絵」を書きま

した。クレパスで塗った上から絵の具を塗るので、クレ

パスの部分だけ絵の具がはじかれて、きれいな模様にな

りました。終われば、早速、自由に遊び始めます。 

 昼食後、博物館へ。岩崎先生をはじめ、研究者の方々

が迎えてくださいました。展示室を見て回った後、化

石・骨格・生きた爬虫類などの体験コーナーへ。はじめ

はおとなしく触っていましたが、骨格どうしを組み合わ

せて新種の生物を作りだす子どもたちでした。 

 センター支援員も、子どもたちとともにわくわく・ド

キドキさせてもらった５日間でした。 

＜反省会とアンケート＞ 

 最終日には、保護者のご協力を得て、反省会を持ちま

した。また、応募いただいた方には、アンケート回答の

ご協力いただきましたので、その概要を報告します。 

（１）アンケート回答より 

①参加の動機は？ 

・子どもにサイエンスへの興味を持たせたい 

・大学で行われている研究の一端に触れさせたい 

・内容がおもしろそうで、子どもの送迎もしやすい 

・利用中の学童保育とは違った経験をさせたい 

②開催時期 

・ちょうどよい（62％） 

・もっと早い方がよい（38％） 

③開催期間 

・ちょうどよい（56％） 

・もっと長い方がよい（44％） 

 １０日間ぐらいがよい。応募 

 者多数により参加できない方 

 もあったため、５日間を２期にわけて実施してはどう 

 かという意見もありました。 

④その他、ご意見・ご感想など 

・今後も継続してほしい 

・親の夏休み取得時期やその他の行事との関連があるた 

 め、参加者の確定をもう少し早くしてほしい 

・小学校高学年向けのスクールも開催してほしい 

（２）反省会より 

・子どもは毎日、帰り道と

帰ってから１～２時間ぐら

いスクールでの体験を話し

続けていた 

・いつもは、子どもを学童

に入れっぱなしと感じてい

たので、このような企画が

ありがたかった 

・イベントが多いことはありがたいが、午前中のプログ

ラムで完成しなかった工作等を他の時間にやるなど、時

間的なゆとりを持たせてはどうか 

・この時期は、親子で夏休みの工作などの宿題の追い上

げをしているころなので、工作の作品がいくつもできた

ことはありがたい 

・参加者としてだけでなく、科学教室などのプログラム

に関わり、協力していきたい 

・オープンスクールなど１日のみのイベントで、小学校

低学年対象のものはほとんどないので、学内者向けのプ

ログラムとして定着させてほしい 

・学童保育は、それぞれの地域で取り組みがなされてい

て、京大での実施の必要性は低いが、今回の取組みがパ

イロットプログラムなら、今後も、学校が休みの期間に

サイエンススクール等の取組みを充実し、続けてほしい 

・経費面で困難なら、有料での取り組みを検討し、サイ

エンススクールを続けてほしい 

       （スクール担当：育児介護支援事業WG） 

２ ０ ０ ７ ． 9 ． 2 0  第 8 号  

 

 

Page 3 

女 性 研 究 者 支 援 セ ン タ ー 改 修 設 計 顛 末 記  
者から取り、施工業者を決定

し、図面をもとに施主と請負

い業者が工事請負契約を締結

し、しかる後に着工するとい

うのが本来のステップだ。し

かし、図面を書く時間がな

い。もっとも、僕等設計業界仲間では「口」で設計する

というやり方がある。つまり図面を書く時間がないので

口で設計意図を伝えるのだ。だがその場合は何の記録も

ないから証拠が残らない。聞き違いもあり、えてしてト

ラブルの原因になる。しかし、考えてみると電子会議は

履歴が残る、アドレスをグループ化しておけば一度にメ

ンバー全員に連絡できる、画像や資料があれば添付すれ

ばよい。というわけで最低限の設計図書として平面図、

立面図、断面図、照明コンセント位置図、照明器具リス

ト、仕上・仕様表等を作成し、あとは電子会議というこ

とになった。 

 結果的には、この改修工事について、下表の通り200

通近いメールが夜昼なく飛びかったのだ。仕様書作成と

調整にあけくれた1月中旬は設計チーム内のメールはピー

クとなり、それ以降はセンターと施工側とのメールが多

くなっているのは当然である。というわけで、改修工事

設計の顛末は表の設計作業欄の通りだ。しかし、図面も

なしで僕達の設計意図をくみとり短期間でよく工事をし

ていただいたカクサン建工の加畑監督、それを調整いた

だいた施設環境部の福田さん、林さんにはこの紙面を借

りて感謝を申し上げたい。 

 ところで、先の西山先生の「大学官舎」の章の最後

に、官舎に住まわれていた子育て時代（当時は3人、のち

に5人の子育て）のことを振り返り、次のように書かれて

いる。「今になって考えてみるとその時どうして子供た

ちを育てつつ日々をすごし、しのいだのか、妻も夢中

だったという。・・・・妻がずっと家にいてさえそうで

ある。まして（女性が）働きにでねばならぬとすればど

ういうことになるのか。私は、家族成長のこうした時期

にこそ家事労働の軽減―それは保育所とか託児所、社会

的サービス施設による社会化・・・・・が大きく考えら

れるべきだと思う。」さすが西山先生、女性の職場進出

がまだままならない30年前に、既に女性研究者支援セン

ターのような施設の必要性を説かれていたのだ。 

工学研究科 社会人大学院生博士課程 

          一級建築士      赤崎盛久 

 昨年12月6日大学から帰り夕食をとって、いつものよ

うにパソコンに向かっていると、助教の安枝さんから電

話がかかってきた。用件はこうだった。「医学部構内に

ある旧官舎（橘町官舎）を女性研究者支援センター（以

下、センター）に改修するにあたって高田・神吉研究室

として改修設計を行うので協力して欲しい。ついては明

朝9：30本部棟2階にある女性研究者支援センターの事

務室に来て欲しい。」とのことであった。用件を十分飲

み込めないまま翌朝、安枝助教と本部棟前で待ち合わ

せ、2階のセンターの事務室に行くと、登谷先生と斉藤先

生がおられ改修プランの検討が始まった。センターの先

生方の話では以前から提出していた橘町官舎を改修して

センターとして使用するという提案が、突然ＧＯサイン

が出て年度内に改修工事を済ませるとのことで、急遽ス

タートということだった。なにしろ時間がない。 

 施工チームは施設環境部施設整備課の福田さん、林さ

ん、カクサン建工の加畑監督。設計チームは神吉准教

授、安枝助教のマネージメントのもと、ワーキンググ

ループとして調査及びドラフト（設計図書作成）担当の

郭さん（以下クォさん）と僕。クォさんは日本統治時代

に台湾に建てられた官舎（日式住宅）を研究している台

湾からの留学生で、彼女にはもってこいのテーマだ。 

そのクォさんが、日本の建築学界に大きな足跡を残され

たわが研究室のルーツとも言うべき故西山夘三名誉教授

の随筆「住み方の記」（1978年）に、この建物のプラ

ンが掲載されていると見つけてきた。記事を読むと、西

山先生が戦中戦後の一時期をこの南隣の官舎ですごされ

た時のことが「大学官舎」の章につづられている。これ

もなにかの縁か？ 

 この改修での大きな問題の一つは期間がないこと、も

う一つは現在の建物がどんな構造になっていて、どれほ

どの耐力をもっているかが未知数だということだ。これ

は神吉先生から西澤英和先生（当時京大講師、現関西大

学准教授）という伝統建築の構造補強の専門家にお願い

してもらい、年末のあわただしい12月23日土曜日に概

略調査していただいた。西澤先生のご指導は「現在の建

物はバランスを取って構造計画されているから、できる

だけ柱や壁に手を加えないで改修するように。その方が

補強工事に無駄な費用をかけず済む」とのことであっ

た。これでプランの方針は決まった。それまではこの壁

やあの柱を外し、こちらを補強しての切った貼ったでプ

ランしていたが、出来るだけ現在の構造を生かしてとい

うことになった。現在相談室の中に柱があるのはそのた

めである。 

 そうこうする内に年が明け、1月7日神吉先生から「ク

ライアントへの対応が遅れるのは今後にかけてまずい気

がします。なんとか電子会議で乗り切りましょう」と図

面を書く時間がないとぐずる僕へ叱咤のメールが来た。 

本来、建築の設計と言うのは設計者が施主の要望を聞い

て構想案を練り、図面化し、その図面で見積りを施工業

設計
チーム

研究室内

センター
及び施工
チーム

計 設計作業

上旬 1 1 改修打合せスタート

中旬 8 1 9 改修方針協議調整

下旬 3 3 プランおよび構造検討（西澤先生）

上旬 7 2 9 プラン、仕様・仕上げ概略決定

中旬 26 10 36 プラン、仕様詳細検討

下旬 14 8 22 照明器具、仕上げ詳細検討、空調仕様調整

上旬 2 3 5 詳細構造補強仕様決定（西澤先生）

中旬 3 1 4 外構設計、屋外照明検討

下旬 5 17 22 照明コンセント調整、玄関ドア設計、ガラス調整

上旬 3 18 21 玄関ドア色、タイル衛生器具等の陶器類色決定

中旬 8 6 14 内外仕上げ色決定、塀、アプローチ等外構設計

下旬 3 3 6 屋外水栓等設備調整

上旬 2 20 22 外構ルーバー詳細設計、屋外設備詳細設計

中旬 2 5 7 造園ツメ

下旬 0 0 0

87 94 181

メール会議内訳

計

12月

1月

2月

3月

4月
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わ く わ く ・ ド キ ド キ の ５ 日 間  
＜４日目＞ 

 朝から元気に「じゃんけん遊び」で動きまわる子ども

たちです。「ゴキブリじゃんけん」では、３回続けて勝

たないと「人間」に「進化」できません。必死になって

じゃんけんをする子どもたちでした。今日は、午後から

の太陽観測に備えて、午前中に授業がありました。流星

群やスペースシャトル、月、太陽、銀河の様子をスク

リーンで見ました。特に流星群の

話や太陽の動画は、子どもたちの

興味を引いたようです。 

 昼食を食べて、花山天文台に出

発しました。宇宙構造の３Ｄグラ

フィックを使った説明を聞き、太

陽用の望遠鏡、虹を作る機械を見

学しました。曇り空で太陽の黒点

観察はできませんでしたが、先生

方の説明を聞きながらあち

こちで歓声を上げていまし

た。おやつを食べて、元気

をつけた後は、飛ばせる紙

飛行機・スペースシャトル

を作り、輪ゴムをつけて飛

ばして遊びました。 

＜５日目＞ 

 今日のグループ名は恐竜の名前をつけるとあって、口

ぐちに恐竜の名前を言っています。ゴキブリザウルス？

なんていたかな？さて、昨日天文台で作成した紙飛行機

を思いだし、スペースシャトルの「はじき絵」を書きま

した。クレパスで塗った上から絵の具を塗るので、クレ

パスの部分だけ絵の具がはじかれて、きれいな模様にな

りました。終われば、早速、自由に遊び始めます。 

 昼食後、博物館へ。岩崎先生をはじめ、研究者の方々

が迎えてくださいました。展示室を見て回った後、化

石・骨格・生きた爬虫類などの体験コーナーへ。はじめ

はおとなしく触っていましたが、骨格どうしを組み合わ

せて新種の生物を作りだす子どもたちでした。 

 センター支援員も、子どもたちとともにわくわく・ド

キドキさせてもらった５日間でした。 

＜反省会とアンケート＞ 

 最終日には、保護者のご協力を得て、反省会を持ちま

した。また、応募いただいた方には、アンケート回答の

ご協力いただきましたので、その概要を報告します。 

（１）アンケート回答より 

①参加の動機は？ 

・子どもにサイエンスへの興味を持たせたい 

・大学で行われている研究の一端に触れさせたい 

・内容がおもしろそうで、子どもの送迎もしやすい 

・利用中の学童保育とは違った経験をさせたい 

②開催時期 

・ちょうどよい（62％） 

・もっと早い方がよい（38％） 

③開催期間 

・ちょうどよい（56％） 

・もっと長い方がよい（44％） 

 １０日間ぐらいがよい。応募 

 者多数により参加できない方 

 もあったため、５日間を２期にわけて実施してはどう 

 かという意見もありました。 

④その他、ご意見・ご感想など 

・今後も継続してほしい 

・親の夏休み取得時期やその他の行事との関連があるた 

 め、参加者の確定をもう少し早くしてほしい 

・小学校高学年向けのスクールも開催してほしい 

（２）反省会より 

・子どもは毎日、帰り道と

帰ってから１～２時間ぐら

いスクールでの体験を話し

続けていた 

・いつもは、子どもを学童

に入れっぱなしと感じてい

たので、このような企画が

ありがたかった 

・イベントが多いことはありがたいが、午前中のプログ

ラムで完成しなかった工作等を他の時間にやるなど、時

間的なゆとりを持たせてはどうか 

・この時期は、親子で夏休みの工作などの宿題の追い上

げをしているころなので、工作の作品がいくつもできた

ことはありがたい 

・参加者としてだけでなく、科学教室などのプログラム

に関わり、協力していきたい 

・オープンスクールなど１日のみのイベントで、小学校

低学年対象のものはほとんどないので、学内者向けのプ

ログラムとして定着させてほしい 

・学童保育は、それぞれの地域で取り組みがなされてい

て、京大での実施の必要性は低いが、今回の取組みがパ

イロットプログラムなら、今後も、学校が休みの期間に

サイエンススクール等の取組みを充実し、続けてほしい 

・経費面で困難なら、有料での取り組みを検討し、サイ

エンススクールを続けてほしい 

       （スクール担当：育児介護支援事業WG） 
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女 性 研 究 者 支 援 セ ン タ ー 改 修 設 計 顛 末 記  
者から取り、施工業者を決定

し、図面をもとに施主と請負

い業者が工事請負契約を締結

し、しかる後に着工するとい

うのが本来のステップだ。し

かし、図面を書く時間がな

い。もっとも、僕等設計業界仲間では「口」で設計する

というやり方がある。つまり図面を書く時間がないので

口で設計意図を伝えるのだ。だがその場合は何の記録も

ないから証拠が残らない。聞き違いもあり、えてしてト

ラブルの原因になる。しかし、考えてみると電子会議は

履歴が残る、アドレスをグループ化しておけば一度にメ

ンバー全員に連絡できる、画像や資料があれば添付すれ

ばよい。というわけで最低限の設計図書として平面図、

立面図、断面図、照明コンセント位置図、照明器具リス

ト、仕上・仕様表等を作成し、あとは電子会議というこ

とになった。 

 結果的には、この改修工事について、下表の通り200

通近いメールが夜昼なく飛びかったのだ。仕様書作成と

調整にあけくれた1月中旬は設計チーム内のメールはピー

クとなり、それ以降はセンターと施工側とのメールが多

くなっているのは当然である。というわけで、改修工事

設計の顛末は表の設計作業欄の通りだ。しかし、図面も

なしで僕達の設計意図をくみとり短期間でよく工事をし

ていただいたカクサン建工の加畑監督、それを調整いた

だいた施設環境部の福田さん、林さんにはこの紙面を借

りて感謝を申し上げたい。 

 ところで、先の西山先生の「大学官舎」の章の最後

に、官舎に住まわれていた子育て時代（当時は3人、のち

に5人の子育て）のことを振り返り、次のように書かれて

いる。「今になって考えてみるとその時どうして子供た

ちを育てつつ日々をすごし、しのいだのか、妻も夢中

だったという。・・・・妻がずっと家にいてさえそうで

ある。まして（女性が）働きにでねばならぬとすればど

ういうことになるのか。私は、家族成長のこうした時期

にこそ家事労働の軽減―それは保育所とか託児所、社会

的サービス施設による社会化・・・・・が大きく考えら

れるべきだと思う。」さすが西山先生、女性の職場進出

がまだままならない30年前に、既に女性研究者支援セン

ターのような施設の必要性を説かれていたのだ。 

工学研究科 社会人大学院生博士課程 

          一級建築士      赤崎盛久 

 昨年12月6日大学から帰り夕食をとって、いつものよ

うにパソコンに向かっていると、助教の安枝さんから電

話がかかってきた。用件はこうだった。「医学部構内に

ある旧官舎（橘町官舎）を女性研究者支援センター（以

下、センター）に改修するにあたって高田・神吉研究室

として改修設計を行うので協力して欲しい。ついては明

朝9：30本部棟2階にある女性研究者支援センターの事

務室に来て欲しい。」とのことであった。用件を十分飲

み込めないまま翌朝、安枝助教と本部棟前で待ち合わ

せ、2階のセンターの事務室に行くと、登谷先生と斉藤先

生がおられ改修プランの検討が始まった。センターの先

生方の話では以前から提出していた橘町官舎を改修して

センターとして使用するという提案が、突然ＧＯサイン

が出て年度内に改修工事を済ませるとのことで、急遽ス

タートということだった。なにしろ時間がない。 

 施工チームは施設環境部施設整備課の福田さん、林さ

ん、カクサン建工の加畑監督。設計チームは神吉准教

授、安枝助教のマネージメントのもと、ワーキンググ

ループとして調査及びドラフト（設計図書作成）担当の

郭さん（以下クォさん）と僕。クォさんは日本統治時代

に台湾に建てられた官舎（日式住宅）を研究している台

湾からの留学生で、彼女にはもってこいのテーマだ。 

そのクォさんが、日本の建築学界に大きな足跡を残され

たわが研究室のルーツとも言うべき故西山夘三名誉教授

の随筆「住み方の記」（1978年）に、この建物のプラ

ンが掲載されていると見つけてきた。記事を読むと、西

山先生が戦中戦後の一時期をこの南隣の官舎ですごされ

た時のことが「大学官舎」の章につづられている。これ

もなにかの縁か？ 

 この改修での大きな問題の一つは期間がないこと、も

う一つは現在の建物がどんな構造になっていて、どれほ

どの耐力をもっているかが未知数だということだ。これ

は神吉先生から西澤英和先生（当時京大講師、現関西大

学准教授）という伝統建築の構造補強の専門家にお願い

してもらい、年末のあわただしい12月23日土曜日に概

略調査していただいた。西澤先生のご指導は「現在の建

物はバランスを取って構造計画されているから、できる

だけ柱や壁に手を加えないで改修するように。その方が

補強工事に無駄な費用をかけず済む」とのことであっ

た。これでプランの方針は決まった。それまではこの壁

やあの柱を外し、こちらを補強しての切った貼ったでプ

ランしていたが、出来るだけ現在の構造を生かしてとい

うことになった。現在相談室の中に柱があるのはそのた

めである。 

 そうこうする内に年が明け、1月7日神吉先生から「ク

ライアントへの対応が遅れるのは今後にかけてまずい気

がします。なんとか電子会議で乗り切りましょう」と図

面を書く時間がないとぐずる僕へ叱咤のメールが来た。 

本来、建築の設計と言うのは設計者が施主の要望を聞い

て構想案を練り、図面化し、その図面で見積りを施工業

設計
チーム

研究室内

センター
及び施工
チーム

計 設計作業

上旬 1 1 改修打合せスタート

中旬 8 1 9 改修方針協議調整

下旬 3 3 プランおよび構造検討（西澤先生）

上旬 7 2 9 プラン、仕様・仕上げ概略決定

中旬 26 10 36 プラン、仕様詳細検討

下旬 14 8 22 照明器具、仕上げ詳細検討、空調仕様調整

上旬 2 3 5 詳細構造補強仕様決定（西澤先生）

中旬 3 1 4 外構設計、屋外照明検討

下旬 5 17 22 照明コンセント調整、玄関ドア設計、ガラス調整

上旬 3 18 21 玄関ドア色、タイル衛生器具等の陶器類色決定

中旬 8 6 14 内外仕上げ色決定、塀、アプローチ等外構設計

下旬 3 3 6 屋外水栓等設備調整

上旬 2 20 22 外構ルーバー詳細設計、屋外設備詳細設計

中旬 2 5 7 造園ツメ

下旬 0 0 0

87 94 181

メール会議内訳

計

12月

1月

2月

3月

4月
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 女性研究者支援センターでは、11月7日(水)、アメリ

カ合衆国女性科学者の会・会長である Phoebe S. Leboy

教授を招いて、女性研究者の現状と課題をめぐる国際シ

ンポジウムを開催する予定である。 

 このシンポジウムに先立って、ここでちょっと、日本

社会の女性研究者のおかれている状況について国際比較

のデータを見ておいていただこうと思う。図は、昨年

(2006年)発表された「女性研究者割合についての国際比

較」である。ごらんになればすぐわかるように、日本の

女性研究者割合は、他国と比較して極端に低い。この

データでは、韓国に次いでビリから２番

目である（実は、ごく最近発表された本

年度のデータでは、韓国にも抜かれたそ

うである）。 

 逆に、日本の女性研究者の多くが大学

所属（とはいっても、日本の大学教員の

女性比率はOECD加盟国中最低で、加盟

国の平均の半分にも届かず、日本の次に

低い韓国からも10％以上はなされてい

るのだが）であり、企業での女性研究者

が少ないというデータもある。総務省の

「科学技術研究調査報告」(2006)によ

れば、男性の研究者の６割が企業に所属

し、大学所属は３割に過ぎないのに比し

て、女性研究者の６割が大学所属（企業

所属は３割）であるという。大学におけ

る女性研究者の所属分野については、

（栄養学を含む医学・歯学以外の）保健

デ ー タ で 見 る 女 性 の 躍 進 （ ５ ）  

分野ではその半数を女性が占めているが、工学分野では

７％弱、理学・農学でも１割台でしかない。 

 日本政府は、「大学院修士課程のほぼ３割が女性だか

ら、今後は期待できるだろう」と楽観しているようだ

が、どうだろう（この３割の女性すべてが研究者になっ

ても、国際水準という点で、高いレベルとはとてもいえ

ないのだから）。数字を見る限り、女性研究者拡大に向

けたより具体的で有効性のある本格的対応が、日本の学

問研究の全領域で問われているのは間違いないところだ

ろう。 

電話 ０７５（７５３）２４３７ 

FAX ０７５（７５３）２４３６ 

Email: w-shien@mail.adm.kyoto-u.ac.jp 

HP：http://www.cwr.kyoto-u.ac.jp/ 

C e n t e r  f o r  W o m e n  R e s e a r c h e r s  

〒６０６－８３０３  京都市左京区吉田橘町 

病 児 保 育 室 の 利 用 状 況  

 医学部附属病院内に病児保育室を開室し、７カ月が過

ぎました。その利用状況や利用者から寄せられた声を報

告します。 

 8月末時点の登録者数は、116人で、8月の平均利用者

数は、3.1人/日でした。 

 男女にかかわらず、京都大学の教職員、学生ならどな

たでも利用できますので、子どもが病気になった時に慌

てることのないよう、事前に登録されることをお勧めし

ます。 

＜病児保育室利用者の声＞ 

•こどもが病気の時、職場の近くに病児保育室があるの

で、昼休みなどに様子を見に行くことができる。 

•生き物（動物・植物）を対象とした実験をしている場

合、1日たりとも実験を中断することができず、病児保育

があることで中断しなくてすむ。もし、中断しなければ

ならない場合は、実験を最初からやり直さなければなら

ないので、時間的にはいうまでもなく、予算的にも当然

苦しくなってくる。 

•大学の研究者は、企業と違って一人で研究している場合

が多いので、他の人に代わってもらうことができない。 

•特別な技能を必要とする授業を持っている場合、休講や

代替を頼んだりすることができない。 

•朝、子どもの調子が少し悪い時は、保育園から子どもを

連れて帰るように途中でいつ呼び出されるかひやひやし

ながら仕事をしていた

が、病児保育室ができて

からはそのような心理的

圧迫がなくなり、余裕を

持って働くことができ

る。   

 

White Paper on Gender Equality 2007 Outline   Cabinet Office June 2007 より 

 

 

         

 

２ ０ ０ ７ ． 9 ． 2 0  第 8 号  

セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ 

News Letter 
 

◆シンポジウム 

日時：平成１９年１１月７日（水）16：30～19：00 

場所：芝蘭会館 稲盛ホール 

講演者：Dr.Phoebe S. Leboy（AWIS） 

            坂東昌子（愛知大学教授） 

皆様、ご参加ください。 

◆女性のための相談室開室日 

  １０月 ５日（金）１４：００～１７：００ 

  １０月１２日（金）１０：００～１３：００ 

  １０月１９日（金）１４：００～１７：００ 

  １０月２５日（金）１０：００～１３：００ 

 学外の女性カウンセラーによる相談室です。 

 ひとりで悩まず相談してください。 

夏 休 み  キ ッ ズ  サ イ エ ン ス  ス ク ー ル  

＜２日目＞ 

 朝の挨拶のあと、赤・青・黄の３つにの班に分かれて

「なぞなぞ」を考えました。各グループ内で、意見交換

ができるようになったところで終了し、昨日作った粘土

細工に絵の具で色つけをしました。色だらけの手になり

ましたが、集中している間はとても静かでした。 

 昼食後、学術情報メディアセンターに移動しました。

喜多先生、元木先生、コンテンツ作成室の方々に教えて

いただいて、バーチャルスタジオにてクロマキー合成ビ

デオを作成しました。撮影係、美術係、俳優の３チーム

に分かれ、力を合わせてオリジナルビデオを作りまし

た。それぞれの持ち場を頑張る子どもたちでした。 

＜３日目＞ 

 こおり、かきごおり、カルピスソーダの３グループに

分かれ、ちぎり絵で飾った「うちわ」を作りました。早

く終わった子どもから自由遊びを始めます。３日目とも

なると、何事も慣れてきた様子です。空き時間には、昨

日の粘土細工の仕上げをし

たりしていました。 

 午後は、農学研究科の那

須田先生の指導のもとに、

果実のスケッチや花あてカ

ルタを楽しんだ後、虫眼鏡

や実体顕微

鏡で 花や実

を観察しま

した。実体

顕微鏡で見

えたとき

は、大喜び

でした。 

 

 ８月２０日（月）から２４日（金）の５日間、女性研

究者が研究・教育に十分な時間をとることができるよう

な施策の一つとして、「夏休みキッズ サイエンス スクー

ル」を開催しました。この企画のもう一つの目的は、子

ども達が自然科学に興味をもち、将来、研究者になりた

いという気持ちを抱かせることです。対象は、小学校１

年生から３年生の子どもです。多数の応募があり、参加

者を抽選することとなりました。 

 スクールの１日は、午前が保育士による課題設定活動

で、午後が科学教室です。合間には、自由遊びや昼食、

おやつの時間があります。１日の最後には、絵日記と、

科学教室でお世話になった先生への手紙を書きました。 

＜１日目＞ 

 はじめに、塩田浩平センター長よ

り、開校の挨拶がありました。初日

ということで、少し緊張ぎみの子ど

もたちでしたが、先生の紹介、ス

クールの約束事の説明を聞き、子ど

もたちの自己紹介へと移るころに

は、質問をするなど活発になってき

ました。そしてセンター探検を行

い、トイレの場所、入ってはいけな

い部屋の説明を聞きました。 

 午前の活動は「紙ねんどで遊ぶ」です。工作よりお

しゃべりが楽しい子、熱中して作っている子などさまざ

まですが、ビー玉やカラービースを使って飾り付けをす

ると素敵な作品ができました。 

 午後からは、工学研究科の北野先生による「光で遊ぼ

う」の時間でした。光の説明をしていただいたあと、Ｃ

Ｄを使って分光器を作りました。まわりに絵を描いた自

分の分光器で太陽光や蛍光灯、電球、その他いろいろな

光源を使った光を当てて、プリズムを楽しみました。 




